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江
戸
時
代
の
中
期
以
後
四
丸
事
情
の
研
究
が
行
は
れ
、
後
期
に
及
ん
で
四
洋
経
済
壌
が
我
聞
に
僻
へ
ら
れ
た
形
跡
を
存
ず
る
も
、

岡
洋
経
抑
皐
替
の
融
誌
を
見
る
に
至
っ
た
の
は
幕
末
期
比
於
て
w
h

あ
る
。
即
ち
鹿
陪
三
年
に
神
岡
本
平
は
イ
リ
ス
の
枇
合
経
掛
概
論

〔岩田

F
E
E
-
r
G三
一
耳
切
邑

F
2乙
開

2
5ヨ
句
、
円
∞
品
。
)
昔
、
蘭
語
よ
り
京
認
し
て
「
粧
品
川
小
皐
」
の
名
の
下
に
之
を
公
刊
せ
し
如
昔
そ

の
一
一
例
で
あ
る
。
維
新
以
後
児
玉
っ
て
先
づ
主
と
し
て
英
米
の
書
に
よ
っ
て
西
洋
経
済
壌
が
盛
ん
に
我
固
に
侮
へ
ら
れ
た
E
と
は
今

吏
説
〈
ま
で
も
な
い
事
柄
で
あ
る
。

明
治
維
新
が
成
立
す
る
や
開
薗
修
交
の
大
方
針
は
確
立
せ
ち
れ
、
西
洋
文
化
の
移
入
が
閏
是
と
た
っ
た
が
、
之
に
謝
し
て
は
反
封

の
意
見
官
有
f
る
も
の
が
あ
り
、
新
政
に
掛
寸
る
確
々
た
ろ
反
動
も
あ
ち
は
れ
た
。
か
く
て
必
想
的
に
も
敵
化
主
義
の
立
場
に
立
つ

者
九
」
復
古
主
義
を
採
る
も
の
と
が
あ
り
、
開
化
忠
想
と
保
守
思
想
と
の
封
立
と
友
っ
た
。
更
に
常
初
移
入
さ
れ
た
経
済
事
は
多
〈
は

英
米
の
向
由
セ
義
経
内
同
学
で
あ
っ
た
が
、
之
に
封
し
て
保
議
主
義
を
説
〈
者
も
あ
ら
は
れ
、
後
に
は
自
由
保
諮
り
論
争
が
展
開
せ
ら

る
、
に
至
っ
た
。

E
つ
喧
誌
の
費
逗
に
伴
っ
て
枇
合
問
題
・
労
働
問
題
白
夜
生
と
友
り
、
所
謂
枇
合
思
想
も
起
り
来
っ
た
。

K
請
の
知
〈
緋
新
の
蛍
初
輸
入
さ
れ
た
西
洋
経
消
聞
申
書
は
主
と
し
て
英
米
の
も
の
で
、
あ
っ
た
が
、
共
後
備
園
の
経
済
書
狗
逸
の
経

済
筈
も
間
誇
綿
介
せ
ら
れ
、
二
十
年
代
に
至
る
ま
で
は
剤
課
経
済
壊
の
時
代
で
あ
っ
た
。
勿
論
己
の
期
間
に
於
て
皐
在
る
翻
語
で
は

拙著、練翠組済事より日本題商事へ、経済事雑誌第十一巻第六説5頁。
拙著、日本組済思想史師究、 177頁以下。
拙著、日本の経済と思想、 453頁以下。
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左
〈
、
ぞ
れ
等
の
諸
著
に
よ
っ
て
白
己
O
著
述
と
し
て
環
表
さ
れ
た
も
の
も
、
左
い
わ
け
で
は
左
い
が
、
そ
れ
は
い
ム
に
足
ち
也
程

で
あ
り

一
投
に
械
器
時
代

-m課
経
済
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
而
も
営
時
に
於
て
は
欧
米
土
り
輸
入
さ
れ
た
経
済
書

が
手
川
町
り
究
第
陀
醜
課
さ
れ
た
惑
が
あ
る
が
、
之
は
資
本
主
義
務
展
に
立
遅
れ
た
我
図
が
、
欧
米
の
昨
業
組
織
を
急
速
に
移
植
す
る

た
め
に
は
寧
ろ
常
然
の
事
柄
で
あ
り
、
間
認
閉
経
時
川
県
は
常
時
の
事
情
に
於
て
は
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
っ
た
己
と
を
認
め
友
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
と
の
己
と
は
要
す
る
に
経
仲
上
汀
に
経
桝
皐
上
に
沿
け
る
我
岡
り
後
活
性
を
示
す
も
の
に
外
た
ら
ぬ
。

挽巻十一-一第究肝史碕趨想思荷額白
白期後泊明

神
瞳

rp-m幌
し
そ
の
摂
詑
を
吟
味
し
て
再
検
討
を
加
へ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
移
入
経
桝
皐
で
は
あ
る
が
醐
韓
経
済
皐
で
主
唱

は
な
か
っ
た
。
か
〈
て
既
に
英
米
の
経
済
四
千
が
あ
り
、
今
又
潤
換
の
経
済
皐
を
取
り
入
れ
、
研
究
者
各
自
の
串
間
的
関
釆
の
下
に
之
拙

主
班
池
討
究
せ
し
も
の
で
あ
っ
て
、
蕊
に
我
固
に
長
け
る
近
代
経
済
時
半
白
成
立
を
見
る
に
至
っ
た
D
で
あ
る
白
即
ち
西
洋
経
済
墜
の

一一一丸

日
清
鳴
争
以
後
、
我
岡
の
経
済
は
近
代
的
な
る
笈
展
を
肴
け
所
謂
夜
業
革
命
の
進
行
と
た
り
、
本
州
叶
的
陀
資
本
主
義
化
す
る
忙
至

っ
た
が
、
経
流
川
忠
恕
の
方
面
に
於
て
も
幾
多
訟
置
す
べ
き
事
柄
を
生
じ
た
。
先
づ
第
一
に
問
洋
経
済
壊
の
移
入
は
本
期
比
於
て
も
行

は
れ
た
が
、
そ
れ
は
一
方
に
は
欧
米
に
留
間
半
せ
る
皐
徒
が
師
朝
し
て
、
従
来
多
少
移
入
さ
れ
て
ゐ
た
凋
逸
及
塊
太
利
の
皐
識
を
一
居

有
力
に
J

市
介
し
た
と
と
、
資
本
主
義
の
致
展
に
件
ム
枇
合
経
済
問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
、
猶
欧
米
準
設
の
研
究
を
必
要
と
し
た
己

-
F

一
等
比
上
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
忙
資
本
主
義
経
済
の
進
展
に
よ
る
曲
目
資
閥
係
の
近
代
化
と
共
に
一
方
に
は
枇
合
主
義
忠
招
家
の
拍
車

出
と
た
り
、
他
方
に
は
社
合
、
政
策
型
合
の
結
成
と
な
っ
た
と
と
も
注
意
さ
れ
一
な
け
れ
ば
な
ら
砲
。

、
か
〈
て
三
十
年
代
に
於
て
盛
に
移
入
さ
れ
た
西
洋
経
怖
感
は
濁
洛
の
歴
史
間
半
減
及
塊
太
利
汲
理
論
経
消
皐
で
あ
っ
た
が
、
之
に
よ

っ
て
澗
泡
明
太
利
の
皐
風
が
砂
入
せ
ら
れ
、
英
米
壊
滅
の
如
き
波
探
法
に
一
愉
ず
る
を
矯
め
、
部
開
梓
法
と
共
に
腕
納
的
研
究
の
重
ん
宇

ペ
き
己
と
が
況
か
れ
た
ヮ
而
J
h
本
期
に
お
け
る
経
済
曜
の
研
究
は
前
期
に
沿
け
る
如
き
、
そ
白
士
主
の
剤
課
で
は
な
〈
、
此
等
の
経

大
正
以
後
の
趨
済
思
想
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大
正
以
後
の
摂
済
思
想

O 

制
浮
時
代
か
ら
研
究
時
代
へ
と
進
み
来
っ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
金
井
延
博
士
の
「
枇
合
経
済
翠
」
(
=
干
五
年
)
田
島
錦
治
博
士
D

「
最
近
経
済
論
」
(
二
一
十
年
)
は
何
れ
も
営
時
の
経
柿
原
論
と
し
て
の
最
高
峰
た
る
地
位
を
占
め
た
名
著
で
あ
っ
た
。

か
ぐ
の
如
〈
近
代
経
済
問
中
の
成
立
に
よ
っ
て
我
図
に
会
け
る
経
済
惑
は
一
段
の
進
歩
を
途
げ
た
4
4
第
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
摩
は

未
だ
必
ー
干
し
も
我
闘
の
特
殊
の
事
情
を
考
慮
し
て
打
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
〈
、

い
は
Y

一
般
理
論
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
蕊
に

於
て
か
更
に
我
図
の
自
然
的
・
人
間
的
・
枇
合
的
左
右
特
殊
の
事
情
に
立
脚
し
て
関
情
忙
却
し
た
繍
特
の
経
桝
論
を
立
て
、
或
は
b

が
史
的
変
展
の
本
質
を
究
め
ん
と
ず
る
努
力
が
意
識
的
に
な
さ
れ
る
に
至
り
、
遂
に
日
本
経
済
事
の
成
立
を
見
た
究
第
で
あ
る
が
、

我
閣
特
殊
の
事
情
を
主
要
問
ぜ
ん
と
す
る
傾
向
は
、
既
に
平
〈
江
戸
時
代
の
粧
抑
思
想
に
於
て
も
そ
の
間
芽
を
見
る
ペ
〈
、
克
に
維

新
以
後
の
制
課
程
消
準
時
代
に
於
て
も
明
白
に
之
を
見
る
己
と
が
出
来
る
u

そ
れ
は
間
半
た
る
外
国
経
済
皐
の
追
随
で
は
友
く
、
我
園

滴
自
の
終
梢
へ
の
反
省
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、

日
本
経
梢
噛
平
副
ち
日
本
主
義
経
桝
皐
は
己
の
期
間
忙
於
て
母
胎
内
に
育
成
さ
れ

つ
i
h

あ
っ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
北
(
後
三
十
年
代
に
於
て
近
代
経
岨
何
事
の
成
立
を
見
た
己
と
は
前
惑
の
如
く
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
田
中
党
問
洋
経
桝
準
の
日
本
墜
者
に
よ
る
再
生
産
に
外
な
ら
む
も
の
で
あ
り
、
わ
が
園
情
に
卸
し
た
湖
特
の
日
本
経
済
皐
と
し

て
論
や
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
歴
史
型
抵
の
影
響
は
、
や
が
て
我
闘
特
有
の
事
情
を
附
明
す
る
と
と
に
努
力
ず
る
に

室
り
、
殊
に
関
慢
視
念
に
徹
し
関
民
性
の
研
究
に
基
い
て
、
我
闘
濁
自
の
経
桝
皐
聖
建
設
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、

直
さ
!
?
日
本
怒
川
串
の
力
強
き
生
誕
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
問
来
る
。

己
れ
と
り
も

之
を
裂
寸
る
に
明
治
時
代
の
前
半
は
繍
誇
経
持
壌
の
時
代
で
あ
り
、
後
半
は
我
関
経
済
皐
の
建
設
時
代
で
あ
っ
た
と
い
ひ
得
る
。

然
ら
ぽ
大
王
以
後
は
如
何
。
と
れ
本
稿
に
概
説
ぜ
ん
と
す
る
と
己
ろ
で
あ
る
。

〆

拙著、日本画商串の成立、書照。5) 



世
界
犬
戦
以
後
我
岡
白
経
済
が
異
常
友
る
愛
展
を
還
げ
た
と
と
は
周
知
の
事
買
で
あ
る
向
、
ぞ
れ
陪
軍
需
品
の
輪
出
が
盛
ん
と
た

り
、
従
っ
て
軍
需
産
業
の
登
展
を
見
、
之
に
伴
っ
て
一
半
和
産
業
も
殻
展
し
、
東
洋
南
洋
方
商
の
一
市
場
が
我
が
狽
占
に
蹄
し
た
た
め
で

あ
る
。
か
〈
て
生
産
業
は
農
業
よ
り
工
業
へ
進
み
、
工
業
は
樫
工
業
の
張
展
か
ら
重
工
業
へ
と
準
展
し
、

工
業
閣
と
し
て
先
進
諸
国

に
侃
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
大

E
九
年
及
昭
和
二
年
に
金
融
恐
慌
を
生
じ
、
や
が
て
深
刻
左
る
世
界
的
不
景
気
に
陥
つ

た
の
で
あ
る
が
、
明
和
一
一
年
以
後
我
闘
の
経
併
は
本
格
的
に
潤
占
春
一
本
の
段
階
に
進
ん
だ
も
の
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。

以
上
の
産
業
の
抽
出
展
に
作
ひ
、
近
代
的
努
働
運
動
の
出
現
と
な
っ
た
。
従
来
の
持
働
混
動
は
慨
し
て
持
費
協
調
に
よ
る
努
働
者
白

地
位
改
主
ハ
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
川
品
川
政
策
向
子
合
の
主
張
に
徴
す
る
も
、
叉
大
E
元
年
に
結
成
さ
れ
た
努
働
組
合

友
愛
合
そ
見
る
も
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
世
界
大
戦
以
後
、
階
級
意
識
に
元
脚
せ
る
近
代
的
仕
切
働
海
動
が
起
っ
た
@
従
来
持
働
者
は

女
工
が
主
た
ろ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
や
則
子
持
働
者
が
主
要
な
る
地
位
を
占
め
て
相
常
組
織
力
を
有
せ
し
の
み
在
ら
宇
、
他
方
忙

相
合
中
義
忠
忽
の
設
建
と
口
シ
7
草
命
の
影
響
に
上
る
刺
戟
と
に
よ
っ
て
努
働
迩
動
は
活
混
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
労
働
組
合

は
全
国
的
に
普
及
し
、
持
働
都
議
は
頻
愛
し
、
而
も
工
業
界
の
み
な
ち
中
、
且
日
誌
方
削
に
於
て
も
小
作
争
議
の
頻
穫
と
在
っ
た
。
他

方
政
治
的
に
も
普
通
法
摩
迩
動
が
起
る
有
様
で
あ
っ
た
。

か
〈
の
如
き
経
済
計
品
押
収
勢
忙
謄
じ
て
、
経
持
閣
申
も
亦
己
の
期
間
に
大
な
る
鑓
化
を
示
す
に
主
っ
た
。
先
づ
第
一
に
理
論
経
済
皐

及
政
策
論
の
方
剛
に
於
て
も
そ
の
進
展
見
呂
ペ
き
も
の
が
あ
り
、
更
に
経
済
史
の
方
川
に
於
て
は
枇
脅
組
織
や
階
殻
問
題
を
針
象
ー
と

」

-T
宅
タ
ヲ

ν11

ず
る
方
耐
に
大
た
る
現
時
展
宇
一
見
呂
に
至
っ
た
。
第
二
に
枇
品
目
思
想
に
つ
い
て
は
犬
正
前
半
期
比
於
て
民
主
主
義
運
動
の
殻
展
と
た
り
、

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
草
命
以
来
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
立
揚
に
立
つ
研
究
弁
民
運
動
が
盛
ん
と
左
b

或
は
則
前
と
し
て
、
或
は
雌
物
史
親
ム
」
し
で
、
或
は
左
翼
無
産
政
誌
と
し
て
折
動
す
る
に
至
っ
た
が
、
他
方
に
は
思
想
的
に
も
費
接

更
に
利
曾
主
義
の
叫
び
と
た
り

大
正
以
後
の
頼
済
思
想

= 

加田哲二、祉舎史(現代日本主明史第十一審)282頁以下。6) 



え
軍
以
後
の
概
神
思
想

= 
一

的
に
も
之
を
枇
判
排
撃
f
る
も
の
相
つ
い
で
現
は
れ
、
雨
者
。
問
に
淑
し
き
闘
争
が
慈
相
さ
れ
た
ョ
第
三
に
、
圏
内
及
闘
際
情
勢
の

持
党
化
児
限
じ
て
岡
家
主
義
的
思
想
が
超
り
来
っ
た
が
、
そ
れ
は
明
治
時
代
の
岡
粋
思
想
や
大
E
時
代
の
マ
ル
ク
ス
反
潰
思
想
と
も
異

り
、
関
ιパ徐

E
義
的
左
も
の
で
あ
る
。
士
た
淵
洲
事
漣
以
後
種
々
な
る
岡
家
主
義
問
慨
の
叢
生
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
等
閑
悼
の
主

張
に
五
つ
て
は
特
異
つ
で
ゐ
ろ
所
が
多
い
が
、
要
す
る
に
私
利
を
主
と
す
る
資
本
主
義
経
桝
を
排
す
る
と
共
に
、
一
枇
合
民
主
主
義
・

共
斥
主
義
に
も
皮
封
ず
る
も
白
と
い
ふ
E
と
が
川
来
る
3

而
し
て
そ
れ
等
は
経
術
的
に
自
給
自
足
経
怖
の
際
立
を
期
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
而
も
検
問
的
で
比
た
〈
、
海
外
俊
民
・
資
源
獲
得
を
高
調
し
て
ゐ
る
貼
に
於
て
、
平
ろ
海
外
焚
展
論
と
も
見
る
べ
き
で
あ
る
。

か
く
て
日
本
主
義
的
閥
民
主
義
的
粧
品
川
壊
の
提
唱
、
東
亜
肝
究
の
殻
展
等
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
い
へ
ば
，
本
矧
は
我
関
経
消
壌
の
殻
展
期
と
も
栴
す

べ
き
も
の
で
、
岡
家
主
義
に
立
脚
せ
る
濁
自
の
経
済
問
早
閥
系
を
打
立
て
ん
と
し
つ
ミ
あ
る
も
の
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。

以
土
の
沼
市
引
貨
は
大
正
以
後
に
む
け
る
特
徴
的
事
貨
で
あ
り

明
治
コ
一
十
」
ヰ
代
忙
沿
け
司
令
我
同
近
代
経
桝
患
の
成
立
と
共
に
、
経
済
墜
に
封
ず
る
理
論
及
政
策
の
研
究
が
著
し
〈
焚
展
し
た
と
と

は
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
方
闘
の
研
究
が
大
正
以
後
に
於
て
更
に
一
居
の
羽
田
展
を
遂
げ
た
こ
と
は
い
ふ
迄
も
友
い
。
個

々
の
問
題
に
う
い
て
詳
論
す
る
と
と
は
、
頁
教
の
閥
係
上
不
可
能
で
あ
ゐ
が
、
主
在
る
著
書
に
つ
い
て
之
房
一
見
る
に
、
と
の
期
聞
に

於
て
理
論
経
済
草
肥
つ
い
て

岡高同踊
回目

倍

岡
民
経
済
講
話

鯉
済
明
人
仁
瞳

館
開
串
肝
究

経
済
皐
新
諮

大
正
六
年

大
正
十
四
年

大
E
十一一一年

昭
和
四

l
七
年

保
局



土
方
作
同
同柴
田

敬

巾
山
伊
知
山

特

本

栄

一 荘度
一言竜 γ

財
政
畢
円
基
礎
概
念

日
品
開
担
祷
と
意
芯
躍
済

問
民
科
畢
円
成
立

理
論
調
済
問
明

琵
肢
過
程
の
均
衛
分
析

珂
論
鵠
静
岡
唱
の
基
本
問
題

等
が
現
は
れ
、
更
に
経
消
哲
壊
の
方
面
に
於
て
も

左
右
同
再
一
郎

a

門
木
友
三
郎

杉

本

旋

蔵

等
が
公
に
さ
れ
た
。

純
情
哲
凶
唱
の
諸
問
題

止
の
縄
問
哲
明

加
油
開
哲
曜
の
某
本
問
題

大
正
す
一
年

昭
相
四
年

昭
和
十
年

昭
和
十
、
十
一
年

昭
和
十
四
年

昭
和
十
四
年

大
正
六
年

昭
和
八
年

昭
和
十
年

突
に
熔
用
経
怖
感
の
方
四
に
於
て
は
、
前
述
の
枇
命
日
経
消
紙
勢
の
時
型
化
に
際
巴
ず
一
、
景
気
論
争
調
占
理
論
の
展
開
、
統
制
経
消
論

の
研
究
に
著
し
き
裂
展
を
見
る
に
去
っ
た
。
そ
の
二
=
一
を
例
示
す
れ
ば

小

島

精

一

向

田

保

馬

誼

多

目

鼎

高

田

保

馬

背

山

秀

夫

高

村

堆

古

森

武

夫

最

極

喪

日
本
金
融
資
本
論

世
無
担
劫
諭

景
気
園
田
到
論

間
格
ξ
潤
占

潤
占
円
縄
済
理
論

瑚
占
伺
絡
の
理
論

職
時
統
制
紹
済
論

産
業
輯
制
論

大
正
以
後
円
程
静
思
想

昭
和
四
年

昭
和
一
一
一
年

昭
和
十
二
年

昭
和
四
年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
四
年

昭
和
八
年

昭
和
十
三
年

コ



大
正
以
後
円
縄
問
思
想

四

本
位
田
静
男

統
制
縄
開
の
理
論

昭
祁
十
三
年

日
本
経
市
川
史
に
開
ず
る
研
究
は
明
治
三
十
年
前
後
に
於
て
科
撃
的
研
究
の
薄
礎
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究

は
本
明
に
入
っ
て
更
に
一
居
資
展
し
、
特
に
刷
合
経
内
組
織
や
附
議
問
通
を
掛
裂
と
す
る
方
而
に
大
左
右
溌
展
彰
一
見
ゎ
。
例
へ
ぽ
大

疋
九
年
忙
コ
一
泊
問
行
同
士
の
「
岡
県
上
の
枇
合
間
活
」
が
公
に
せ
ら
れ
、
引
出
聞
い
て
詩
家
の
日
本
州
合
史
、
農
村
問
題
、
百
姓
一
探

に
閲
す
る
田
川
究
が
あ
ら
は
れ
た
。
昭
和
七
年
の
「
日
本
資
本
主
義
愛
迷
史
純
度
」
の
刊
行
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
研
究
の
影
容
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
幕
末
緋
新
に
閥
ず
る
研
究
も
盛
ん
と
た
っ
た
。

と
の
日
本
経
桝
史
研
究
の
院
強
は
、
現
論
的
経
済
阜
の
設
展
と
共
に

日
本
経
桝
撃
の
成
立
に
大
左
る
関
係
を
有
す
る
己
と
L
考
へ
ら
れ
る
。

四

(4)
枇
合
政
策
皐
曾

祉
曾
政
策
墜
舎
は
調
逸
の

4
2
2
H
「
吉
田

05-Ertr
に
倣
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

二
十
九
年
四

月
忙
桑
間
格
旋
・
山
附
発
弐
郎
雨
降
't
等
が
枇
品
問
問
題
の
研
究
舎
を
油
せ
し
に
始
ま
り
、
一
一
↑
，

r三
年
に
そ
の
趣
意
舎
を
公
表
し
て
撃

合
の
存
在
と
枇
合
問
題
に
封
ず
る
態
度
を
明
か
に
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
方
に
は
自
由
放
任
主
義
に
反
封
し
、

他
方
に
は
此
合
主
義
に
反
針
し
、
札
合
階
扱
間
の
調
和
に
よ
っ
て
貧
官
問
題
・
捗
働
問
題
を
解
決
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
朝
野
の
瞳
ナ

ι刊
を
網
羅
せ
る
有
力
友
る
圏
績
で
あ
っ
た
。
四
十
年
以
来
毎
年
一
同
犬
舎
を
開
催
し
‘
且
つ
「
枇
合
政
策
製
品
問
論
議
」
を
公
刊
し
.
世
合

政
策
思
想
の
普
及
に
興
っ
て
力
あ
り
し
も
の
で
あ
る
。
批
界
大
職
以
後
の
我
図
産
業
の
殻
達
、
持
働
運
動
の
勃
興
と
共
に
一
世
合
政
策

月
十
台
も
亦
混
大
に
赴
雪
、
犬
正
十
一
年
十
一
月
比
は
合
員
吸
二
百
八
十
一
一
名
に
達
し
た
が
、
他
方
に
は
よ
阻
合
主
義
思
想
特
に
マ
ル
ク

ス
主
義
忠
忽
の
後
展
に
よ
り
、
批
九
百
政
策
由
明
白
も
潮
吹
そ
の
活
況
を
夫
ム
に
五
っ
た
。
忠
一
合
は
結
成
の
常
初
よ
り
思
想
的
異
分
子
を

侶
括
じ
て
ゐ
士
的
、
キ
や
左
右
思
細
川
の
封
立
は
棋
他
し
、

間
千
合
は
統
一
を
依
く
に
至
り
、

大
正
十
三
年
十
二
月
の
第
十
八
岡
大
舎

拙著、日本結問壌の成立、 "4買以下。
開合柴惜郎、明惜思想史由一断面.228頁以下a
佐谷悦治、日本頼関棋史のー棚、 286頁以下。
河合議惜郎、前掲書、 258買且下。

7) 
8) 

9) 



(
大
阪
)
を
最
後
と
し
て
璃
後
7

て
の
開
催
を
見
中
、
「
刑
台
政
策
皐
合
論
叢
」
も
第
十
五
冊
へ
大
正
十
一
一
千
十
二
月
刊
)
以
後
は
出
版
せ
ら
れ

ロ) 皇室
民に
:巨皐
主合
議は
忠自
想?川然
り消

i~ 
0;' 

責ロ
法事』

形
l亡
陥
る

五
つ
?と

明
治
末
期
工
り
犬
正
初
期
に
か
け
て
民
主
主
義
思
畑
山
は
我
聞
に
も
行
ほ
れ
た
が
、
特
に
附
界
大
戦
陀
よ

り
民
主
主
義
は
帝
国
主
義
・
軍
国
主
義
に
封
抗
す
右
も
の
と
し
て
世
界
的
間
際
的
意
義
か
持
つ
と
と
L
友
り
、
そ
の
思
想
は
同
国
許
と

L
て
我
閣
に
も
僻
は
り
、
内
外
政
治
事
情
の
影
響
に
よ
り
大
在
る
勢
力
を
得
る
に
五
っ
た
。
大
正
三
年
四
月
「
中
央
公
論
」
誌
上
に
4

於
て
「
民
衆
の
努
力
に
よ
っ
て
時
事
問
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
風
潮
を
論
中
」
の
題
下
に
吉
野
作
活
・
浮
田
和
民
・
林
毅
陀
・
永
井

同
太
郎
同
氏
が
論
議
し
で
ゐ
る
が
、
五
年
一
月
士
川
野
博
い
い
の
「
長
政
の
本
義
を
沿
い
て
共
の
有
終
の
美
を
併
す
の
途
を
論
や
」
(
中
央

公
請
)
た
る
論
文
は
我
聞
に
な
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
の
普
及
に
犬
在
る
影
響

E
m
(
へ
た
も
の
と
稀
せ
ら
れ
る
。

つ
い
で
犬
正
六

年
師
同
徳
三
博
士
は
民
主
主
義
に
信
新
の
二
あ
り
と
し
、
真
正
友
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
わ
が
回
開
と
矛
盾
す
る
も
D
に
非
や
と
し
て

ゐ
る
。
か
〈
て
ヂ
苦
ク
ラ
シ

l
思
想
は
常
時
一
般
に
普
及
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
あ
ら
ゆ
る
方
面
忙
そ
の
遡
用
を
見
る
に
至
っ
た
。

即
ち
政
治
上
陀
於
て
は
怠
政
擁
諮
運
動
(
大
E
二
年
以
降
)
と
友
り
、
政
賞
内
閣
の
問
現
(
大
正
六
年
)
と
ιな
っ
た
が
、
更
に
普
通
選
皐
運

動
と
し
で
殻
展
し
刊
批
舎
上
に
は
努
働
者
の
閣
結
、
持
働
組
合
運
動
と
在
っ
て
現
は
れ
た
。

己
の
デ
毛
ク
ラ
シ

1
思
想
に
封
し
て
は
頑
山
浦
等
は
之
を
以
て
反
岡
家
恩
怨
と
し
て
犬
正
七
年
十
月
回
開
擁
護
聯
合
舎
を
起
し
て

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
逗
動
の
先
頭
に
立
ち
し
吉
野
・
帽
回
雨
博
士
等
の
察
明
命
日
忙
対
立
し
た
が
、
無
産
階
級
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
求
よ

り
更
に
一
歩
を
進
め
て
一
川
合
主
義
運
動
陀
進
み
、
所
謂
右
翼
蓮
五
割
の
流
れ
と
た
つ
ず
一
現
は
る
与
に
一
全
っ
た
。

(
ハ
)
枇
合
主
義
旧
山
想
及
マ
ル
キ
シ
一
ズ
ム
ー

枇
合
主
義
国
心
怨
は
明
治
前
期
以
来
存
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
一
一
年
の
事

件
以
来
モ
の
勢
は
著
し
く
頓
挫
し
た
。
然
る
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
流
行
す
呂
に
及
ん
で
、
之
を
批
判
し
、
或
は
枇
曾
民
主
主
義
・

大
正
且
後
四
輯
梼
思
想

五

朝日新聞社編、明治大正史、言論稿、 309買以下。
新町徳之、大E時代思想史槻哉、明西大畢創立五十年記念論文集5∞-504頁。
大E宍年八月、樺現時報。
明治大正阜、言論篇、 251頁以下。

10) 

11) 
12) 



大
正
以
後
四
題
関
思
想

= 
六

サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
・
ギ
ル
ド
祉
合
主
義
等
も
紹
介
せ
ら
る
L
に
至
っ
た
。

キ
シ
ズ
ム
は
我
閣
に
大
在
る
影
響
を
典
へ
、
共
落
主
義
と
し
て
枇
品
目
思
想
界
そ
全
間
的
に
覆
ふ
に
至
っ
た
。

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
草
命
以
来
マ
ル

日
本
に
長
け
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
先
づ
経
例
理
論
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
バ
そ
白
装
礎
は
持
働
債
値
論
及
徐
剰
慣
備
論
で
あ
る
。
更

っ
た
の
で
あ
る
o
h
〈
て
「
資
本
論
」
の
各
種
の
閥
認
が
あ
ら
は
れ
、
或
は
唯
物
史
視
・
競
設
法
そ
の
他
に
つ
い
で
の
繍
諜
紹
介
が

行
ぽ
れ
、
戎
は
穂
々
た
る
左
翼
的
雑
誌
の
刊
行
を
見
る
に
至
っ
た
。
而
も
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
更
に
た
翼
無
産
政
認
ム
」
し
で
賢
路
運
動

に
も
現
は
れ
、
或
は
プ
ロ
レ
タ
リ
?
文
墜
に
ま
で
及
び
、
宗
教
批
判
を
も
行
ひ
、
現
代
枇
舎
に
封
す
る
経
済
・
政
治
・
翠
術
・
宗
教

の
各
方
聞
に
封
f
る
批
判
を
友
す
の
勢
を
呈
し
、
思
想
の
問
題
と
し
て
の
み
な
ら
宇
、
資
践
の
問
週
と
し
て
種
々
な
る
事
件
を
惹
起

し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
月
堤
思
想
の
渡
良
に
針
し
て
は
、
之
を
批
判
排
撃
す
る
者
相
つ
い
で
あ
ら
は
れ
、
盛
ん
・
な
る
論
争
が
行
は
れ
た
。
例
へ
ぽ

UI ;;¥j! 

千早 fo 
M; 三主

間
値
論
と
社
合
主
義

晴
融
次
第
三
史
親

第
融
憤
慨
詑
町
時
時

唯
物
史
潤
細
稗
史
出
立
話
内
再
吟
味

マ
ル
ク
ス
倒
伏
市
町
排
撃

大
E
十
二
年

大
正
十
四
年

昭
和
六
年

昭
和
三
年

昭
和
二
年

同土 jji~
方 UI

徳
三

成
美

の
如
き
そ
の
一
斑
を
示
ず
に
過
空
た
い
。
更
に
他
方
に
は
黒
滝
品
目
・
国
本
枇
共
他
の
所
謂
闘
将
閲
憾
の
発
生
と
な
り
、
資
際
建
五
山
の

方
向
に
於
一
一
一
同
到
し
た
d

そ
の
綱
領
は
抽
象
的
友
る
も
の
が
少
〈
左
い
が
、
同
家
主
義
的
で
あ
り
¥
反
自
由
主
義
・
反
共
産
主
義
た

ろ
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
リ
共
後
に
至
り
枇
命
政
治
欣
勢
の
副
理
化
に
針
し
て
、
思
想
的
に
も
貸
践
的
に
も
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
反
封
建
動
が
一
月
H
同上、 287頁以下。
加問哲三、前掲枇骨史、 328頁以下。
岡、維新以後D軍士宮静静思想概論、 240頁以下。
加田哲二、可官官史、 336頁。15) 



一
屠
盛
ん
と
た
っ
た
E
と
を
注
意
せ
左
け
れ
ば
友
ら
砲
。

五

4
)
反
枇
命
日
宅
義
思
想

犬
正
三
年
頃
か
ら
近
代
的
努
働
宰
議
が
頻
裂
し
、
八
年
頃
か
ら
は
小
作
争
議
が
会
図
的
に
撹
ま
り
、

十
一
年
か
ち
は
水
平
制
の
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
い
ふ
有
様
で
、
持
働
運
動
・
農
民
運
動
・
無
環
政
黙
認
動
・
聞
学
生
枇
曾
運
動
・
水

一
小
混
動
が
淑
し
ぐ
た
り
、
他
方
に
は
共
庵
主
義
的
忠
恕
及
蓮
動
も
起
る
に
至
っ
た
。
設
に
於
て
か
之
に
針
抗
す
る
た
め
に
、
大
正
七

八
年
以
来
右
翼
間
関
の
叢
生
を
見
る
忙
至
っ
た
。
例
へ
ば
玄
洋
枇
・
黒
龍
合
老
世
曾
・
経
論
皐
盟
・
図
本
批
・
勤
王
聯
盟
等
の
如

き
そ
れ
で
あ
る
。
此
等
の
園
穂
は
図
梓
主
義
・
岡
家
主
義
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
り
綱
領
と
し
亡
掲
げ
て
ゐ
る
底
の
も
の
は
、
主

主
し
で
わ
が
軍
国
の
理
想
に
某
昔
、
日
本
主
義
に
よ
り
欧
米
模
倣
を
排
し
、
或
は
赤
化
防
止
を
叫
ぶ
の
類
で
あ
っ
て
抽
象
的
た
も
の

が
多
い
。
印
ち
と
れ
等
の
国
慨
は
枇
曾
主
義
又
は
共
立
主
義
に
封
す
る
反
射
を
明
確
に
し
究
も
の
で
、
反
枇
舎
主
義
思
想
と
し
て
考

ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
費
本
主
義
と
の
関
係
に
於
て
は
、
例
へ
ば
黒
龍
舎
の
綱
領
に
於
て
『
枇
曾
政
策
を
確
立
し
て
持
資
問
題
を

頁7
 
6
 
3
 
3
 

然
る
に
資
ー
本
主
義
の
最
高
潮
に
建
す
る
や
、
国
家
主
義
は
更
に
一
軸
す
る
に
至
っ
た
。
苦
し
内
に
は
闘
日
」
日
主

主
的
不
況
令
滑
恐
慌
・
階
級
闘
争
の
激
化
が
あ
り
、
外
に
は
文
那
に
'
お
け
る
排
日
運
動
、
利
楠
岡
牧
運
動
、
そ
の
他
国
際
情
勢
討

の
穏
化
が
担
り
、
内
外
雨
間
に
針
ず
る
羽
開
策
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
資
本
主
義
的
経
掛
の
修
王
が
考
へ
ら
れ
、
圏
内
に
措
〉
】

必
け
る
前

m
E統
制

が

叫

ば

れ

、

劃

外

的

に

は

積

倒

的

去

費

展

が

す

ら

?

に

至

っ

た

の

で

あ

る

。

ー

脚

間

6
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解
決
し
』
云
々
と
い
ひ
、
赤
化
防
止
国
が
つ
資
本
家
官
豪
に
謝
し
て
は
極
力
獄
省
を
促
す
』
と
い
へ
る
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
た
か
っ

め

た
こ
と
を
任
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

(
ロ
)
反
資
本
主
義
思
想

か
〈
で
同
家
主
義
は
枇
合
主
義
・
共
産
主
義
と
共
に
資
本
主
義
を
も
斥
け
ん
と
す
る
に
至
っ
た
。
論
者
の
設
に
よ
れ
ば
)
紅
曾
主

大
正
以
後
の
純
情
思
想

七



大
正
以
役
円
相
済
思
想

i¥. 

議
・
止
ハ
亦
主
義
と
資
本
主
義
と
は
下
一
義
の
宇
で
は
友
〈
、
同
じ
ト
h
義
D
上
に
立
ち
な
が
ら
、

そ
の
古
し
義
慢
現
の
範
闘
を
異
に
す
る
に

過
ぎ
左
い
3

却
有
資
本
主
義
に
於
て
は
物
質
的
官
の
所
有
を
φ
教
の
人
h

D
間
に
限
り
、
祉
合
主
義
に
於
て
は
物
質
的
古
を
多
数
の

掛
町
働
青
山
に
分
配
せ
ん
と
ず
る
の
み
で
あ
る
。
物
質
に
伺
値
を
泣
き
、
経
仰
に
最
大
在
る
岡
田
値
を
置
〈
が
故
に
、
物
質
的
享
梁
を
以

て
人
間
の
幸
繭
た
の
と
す
る
。
従
っ
て
資
本
主
義
的
経
枠
制
度
主
倒
し
て
枇
合
主
義
的
経
済
制
度
に
改
め
て
も
、
伺
等
の
改
善
と
は

だ
ら
ぬ
3

物
を
貴
ぶ
精
一
仰
が
改
め
ち
れ
友
い
以
上
、
外
間
的
制
度
を
改
め
て
も
人
間
の
幸
隔
は
府
す
道
理
は
友
い
。
『
図
案
は
自
然
若

〈
は
物
を
、
国
民
九
主
将
即
ち
岡
家
共
者
に
、
最
も
笹
口
〈
役
立
つ
や
ろ
に
支
配
し
統
制
し
友
け
れ
ば
た
ら
ね
。
」
邸
ち
道
義
的
生
活
に
基

ぐ
闘
志
弔
的
統
制
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
此
等
の
閥
友
統
制
経
済
を
一
貫
す
る
忠
想
は
、
自
給
自
足
的
圏
実
の
建
設
に
在
る
。
そ
の
た
め
に
は
或
県
農
木
自
治
主
義

を
主
張
ず
ろ
も
の
あ
り
、
或
は
中
央
集
権
的
関
家
統
制

f
義
主
説
く
も
の
あ
り
、
自
治
主
義
と
同
家
統
制
と
の
調
和
を
説
く
も
の
も

あ
る
。
然
し
何
れ
の
論
者
も
皐
た
る
圏
内
的
改
造
に
満
足
す
る
も
の
で
は
泣
く
、

日
本
の
肘
界
的
進
出
を
必
市
町
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ

は
即
ち
資
源
公
開
又
は
費
源
衡
平
の
原
別
で
あ
り
、
海
外
部
凡
源
の
獲
得
で
あ
る
。

以
上
の
知
事
司
岡
家
主
義
の
圏
慢
は
、
殊
に
満
洲
事
鑓
以
後
、
種
々
在
る
も
の
が
資
生
し
た
。
大
日
本
生
産
瀧
・
紳
武
舎
・
明
倫
合

等
の
如
き
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
れ
等
国
報
の
綱
領
に
於
て
は
、

さ
き
の
反
社
合
主
義
岡
韓
の
綱
領
ム
」
異
り
、
資
本
主
義
経
済
の
改

同
哩
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
ま
た
一
面
に
於
て
由
由
主
義
経
済
白
排
撃
で
あ
り
、
岡
家
統
制
経
桝
の
要
求
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
海

外
務
展
・
資
源
獲
得
の
強
い
主
張
を
持
つ

τ
ゐ
る
と
と
を
注
意
せ
・
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。

占

"、

大
正
以
後
に
一
世
け
る
経
済
欣
趨
の
受
化
は
、
従
来
に
比
し
て
異
常
在
る
も
の
め
り
し
と
同
様
江
、
経
桝
思
想
の
鑓
化
も
亦
組
め
て



占
へ
左
る
も
O
が
あ
る
。

欧
米
思
想
の
影
響
は
木
期
に
於
て
も
著
し
き
も
の
が
あ
る
。
特
に
枇
曾
思
想
及
共
産
思
想
に
於
て
そ
の
著
例
を
見
る
吹
第
で
あ
る

が
、
此
等
の
恩
相
ゆ
が
何
れ
の
時
期
に
於
け
る
と
も
同
巴
〈
、
之
れ
に
封
し
て
十
分
な
る
批
判
が
加
へ
ら
れ
た
の
み
左
ら
や
、
之
を
排

撃
ぜ
ん
ム
」
ナ
ろ
忠
想
の
強
〈
起
っ
た
と
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

自
由
主
義
忠
惣
は
玩
忙
早
〈
明
治
初
期
よ
り
検
討
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
が
、
本
期
に
入
っ
て
資
本
主
義
思
想
と
共
に
園
家
主
義

の
一
立
場
か
ら
叫
批
判
さ
れ
る
己
と
L

左
り
、
ま
た
一
時
盛
ん
な
り
し
民
主
主
義
忠
忽
も
、
後
に
は
政
治
上
経
済
上
そ
の
意
義
を
失
ム
己

と
1
A

た
っ
た
3

か
ぐ
で
従
来
の
個
人
主
義
的
自
由
宅
義
的
立
場
主
脱
し
て
国
家
主
義
的
・
統
制
的
立
場
に
立
ち
、
或
は
従
来
の
枇

命
的
分
配
論
申

U
か
ら
、
図
案
的
生
産
論
重
繭
へ
と
移
り
、
岡
家
の
内
外
に
ゐ
け
る
務
展
を
基
調
と
し
て
猫
自
の
経
済
曲
学
的
樫
系
を

打
ち
立
て
ん
と
し
つ
L
あ
る
も
D
L
」
い
ふ
己
と
が
出
来
る
。

か
も
込
る
欣
品
市
の
下
陀
、
日
本
主
義
経
済
壌
が
、
従
来
よ
り
も
一
居
。
進
展
を
示
し
て
来
た
己
と
は
常
然
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
理
論
・

政
策
・
歴
史
の
各
方
而
に
於
一
一
論
議
せ
ら
れ
、
抽
出
多
の
著
書
論
文
が
現
は
れ
亡
ゐ
る
こ
と
は
、
事
新
し
く
紹
介
す
る
認
も
た
い
と
と

で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
日
本
主
義
的
研
究
が
、
経
内
胤
十
の
金
分
野
を
蔽
ふ
陀
至
っ
た
感
が
あ
る
。
明
治
後
半
期
比
生
誕
し
も
江
日
本
経

再
川
型
は
、
今
や
確
乎
た
る
M
M
L
r
一
滋
刺
た
る
心
と
を
具
へ
て
力
強
き
成
長
D

一
路
を
辿
り
つ

L
あ
る
も
り
と
い
ふ
己
と
が
出
来
る
。

と
古
以
来
我
聞
は
外
来
丈
明
に
針
し
て
排
他
的
で
は
左
〈
包
容
的
で
あ
る
が
、
然
し
模
倣
追
随
的
で
は
友
く
、
同
化
創
法
的
で
あ

ろ
。
荒
外
来
思
想
を
克
服
し
で
わ
が
湖
情
に
遁
寸
る
が
如
く
に
改
浩
し
、
日
本
調
特
の
思
想
と
し
て
後
民
せ
し
め
つ
i
h

あ
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
我
に
入
り
来
る
ず
べ
て
の
も
の
を
、
必
宇
日
本
精
神
白
熔
姐
の
中
に
投
じ
て
之
を
熔
解
し
漸
次
に
陶
冶
し
鍛
錬
し

て
、
建
忙
日
本
湖
特
の
型
と
心
と
を
具
へ
て
再
現
せ
し
め
つ
L
あ
る
の
で
あ
る
。
今
や
我
固
に
於
て
、
す
べ
て
の
も
の
が
そ
の
剤
課

大
正
以
後
四
組
済
思
想

= 
丸



大
正
以
後
の
趨
静
思
想

四
O 

時
代
酬
詩
的
存
在
を
脆
し
て
日
本
主
義
的
と
な
り
、
日
本
湖
特
の
心
と
剤
一
と
を
具
へ
で
後
展
し
つ
ミ
あ
る
と
昔
、
日
本
主
義
的
経
済

阜
の
成
立
は
山
nm
然
の
己
と
L

い
は
ざ
る
を
得
た
い
。

似
る
に
、
犬
正
以
後
に
た
け
る
我
図
経
済
皐
は
、
前
に
も
遁
べ
た
る
如
〈
、
建
設
期
よ
り
殻
展
期
に
入
っ
た
も
白
で
あ
る
が
、
と

丸
山
期
聞
に
於
て
わ
が
高
田
博
士
が
、
或
は
経
例
理
論
に
、
或
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
排
撃
に
、
或
は
枇
令
皐
の
領
域
に
於
一
三
偉
大
友

る
業
叫
加
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
筋
の
如
き
概
括
的
毅
油
の
中
に
も
、
明
か
忙
之
を
見
る
と
と
が
出
来
る
。
博
士
今
や
華
甲
の
寄
を

迎
へ
ら
れ
、
本
陣
愈
犀
利
明
遜
そ
加
へ
ち
る
。
今
後
に
沿
け
る
斯
皐
の
殻
展
、
ま
た
博
士
に
侠
つ
所
が
多
い
。
翼
〈
ぽ
自
主
加
餐
あ

ち
ん
と
と
を
。




